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浦の城橋

市

東蓮寺橋

M inam igym nasium

市民プール

太宰府市総合体育館
　　　（とびうめアリーナ）

体育センター

ホテルグランティア太宰府

健康ランドみかさの湯

老人保健施設同朋

ケアハウス同朋

デイサービスセンター同朋

Day service center Dōhō

Futaba hom e forthe aged

D azaifu hospital

Kom ei-en

太宰府天満宮駐車場

太宰府市商工会館

JA筑紫太宰府中央支店

JA筑紫
向佐野支店

JA筑紫

太宰府小学校

太宰府中学校

M izuki-nishiElem entary school

Shimoohri Elementary school

Kokubu Elem entary school

学業院中学校

筑陽学園中学校

D azaifu-nishiJuniorhigh school

D azaifu-nishiElem entary school

水城小学校

リンデンホール小中学校
 Liden Hall Elementary school and Junior high school

筑陽学園高校

福岡こども短期大学
Fukuoka Junior College for Kindergarten Teachers

日本経済大学
Japan University of Economics

だいいち幼稚園

Fukuoka SocialM edicalW elfare U niversity

筑紫台高等学校

Fukuoka A griSciense school

福岡国際大学

福岡女子短期大学

二日市カトリック
幼稚園

あいわ保育園

しらうめ保育園

市立南保育所

筑紫保育園

都府楼保育園

福岡県保健環境研究所

ちいさこべ幼稚園

おおざの保育園

宮ノ本遺跡(県史)

野

五条保育所

太宰府園保育所

　光明寺･庭園(県名)
　 Kōmyōji Temple

伝衣塔

太郎左近社
JAゆめ畑太宰府店

藍染川

観光
案内所

定遠館

吉嗣拝山旧宅

浮殿

大樟

老松社

参道

岩踏川碑

夫婦樟

お石茶屋

原山本堂跡

飛梅

ﾋﾛﾊﾁｼｬﾉｷ

なんじゃもんじゃの木

神牛塚

中村徳山碑
哲学者井上哲次郎
生誕地

EnokiShrine

観世音寺(史)
戒壇院(史)

月山(伝漏刻跡)

冨永朝堂旧宅(吐月叢)

菩提樹(市天)

玄昉墓

朱雀門礎石

朱雀大路跡解説板

朱雀大路跡
　（路面表示）

高橋紹運首塚

紅姫供養塔条坊跡
解説板

条坊跡
解説板

条坊跡
解説板

条坊跡
解説板

条坊跡
解説板

展望所

どんかん道
解説板

条坊跡解説板

幸橋跡

薬師山

どんかん道の旗立石

どんかん道

ﾄﾞﾛｸｻﾝﾔﾈのｾﾝﾀﾞﾝ

三浦の碑

三浦潮井碑

高橋構口跡

五条構口跡

文明18年板碑(市)

正平23年銘板碑(市)
原山記念碑

正平8年銘板碑(市)

金掛け梅

血方持様の榎

弘法水

水城跡(特史)

上大利水城跡(特史)

太宰府天満宮
Dazaifu Tenmangū Shrine

大宰府政庁跡
（特別史跡）

筑前国分寺跡(国史跡)

岩屋城本丸跡

推定金光寺跡(史)

日吉神社

社叢(市天)

社殿(市文)

ﾁｼｬﾉｷ(市天)
坂本のムクノキ(市天)

武藤資頼・資能墓(県)

朝日地蔵尊

国分天満宮

筑前国分寺七重塔模型

衣掛天満宮

横岳崇福寺跡(県史)

大応国師墓(県史)

横岳八幡宮

横岳崇福寺法堂跡

高橋紹運墓

岩屋磨崖石塔群

萩尾大学墓

苅萱の関跡 大宰府学校院跡(史)

ソメイヨシノ桜並木

国分瓦窯跡(国史跡)

坂本八幡宮

宝物殿
Treasure House

般若寺跡(市史)
Ruins of Hannyaji Temple

客館跡（特史）
Site of Kyakukan
Guesthouse for delegation

晴明井榎(市天)

晴明井戸

石造七重塔(重文)
The seven-story stone pagoda

蔵司跡

月山東官衙跡

陣ノ尾1号墳(市史)

地禄神社
Chiroku Shrine

地禄神社のイチイガシ(市天)

杉塚廃寺跡(市史)

埴安神社古墳

塔原塔跡(史)

　国分寺

大佐野郵便局
Ōzano Post Office

都府楼団地郵便局
Tofurō-danchi Post Office

太宰府市民図書館

太宰府市中央公民館

太宰府郵便局

H igashigao

Takao PostO ffic

太宰府館
Dazaifu Hall

水城の里郵便局
Mizuk-no-sato Post Office

水城郵便局

太宰府市文化ふれあい館

A obadaiPostO ffice

郵便局

水城浄水場
Mizuki water 
purification plant

太宰府交番

太宰府市いきいき情報センター

太宰府市役所

筑紫野市
Chikushino City H all

老人福祉センター総合福祉センター

女性センタールミナス
消防署東出張所

福岡法務局筑紫支局
Chikushi branch office of
Legal Affairs Bureau

シルバー人材センター
Silver Manpower center

南隣保館
Minami-Rinpo-kan

南児童館
Minami Children pavilion 

太宰府消防署

水城地域包括

支援センター

水城交番

市N PO

大宰府展示館

菅公歴史館
kan-ko Historical Museum

Sports park

太宰府歴史スポーツ公園
Dazaifu Historical sports park

通古賀近隣公園

史跡水辺公園

市民の森（春の森）

市民の森（秋の森）

野
Sano vicinity park

1

2

3

1

2

向佐野

野

五条（郵便局前）

西鉄太宰府駅
Nishitetsu Dazaifu Station

野

国分共同利用施設

国分台口

筑前国分寺

文化ふれあい館

国分寺入口

筑紫医師会館前

西日本ヘルスセンター

水城交番前

関屋

野

野

観世音寺前
Kanzeon-ji Mae

大宰府政庁跡
Dazaifu Seichou Ato

特別史跡水城跡西門前
Special historical site
 ruins of Mizuki fortress West Gate Mae

西鉄都府楼前駅

総合体育館・市民プール前

野

野

野

野

野

特別史跡水城跡東門前

市

五条公民館

野

野

野

三条公民館

連歌屋公民館

新町公民館
馬場公民館

落合公園

野

3

2

3

1

鼓石第2公園

野

2

1

3

2

宮ノ森公園

四王寺林道開通記念碑

般度瀧

二ノ丸跡

老松神社
Oimatsu Shrine

M aruyam a Shrine

宝満神社
Hōman Shrine

東門礎石

姿見井

水城の渡し伝承地

東門展望台

水城館

ふるさと水城公園

水城跡展望台

衣掛石

木樋跡

木簡出土地

宝満隠し
稲子地蔵

尼寺礎石

西門跡
Ruins of West Gate of Mizuki fortress 

前田遺跡
(古代官道跡)

島本遺跡
(古代官道跡)

水城院跡

若宮神社
の杜 (市天)

大願寺

安行神社

御笠団印
出土地

遠賀団印

出土碑

関屋鳥居
道標

田中の森
伝説地

鶴の墓 隈麿墓
六弁の梅

通古賀の飛梅

菅原神社

鷺田橋親柱

日

田

街

道

日菅寺

佛心寺

瑞雲寺

　西正寺
（高橋紹運菩提寺）

光蓮寺

伝平重盛墓

太宰府町道

溝尻構口跡

齋藤秋圃屋敷跡

崇福寺別院

延寿王院

梵鐘(国宝)

王城神社
Ougi shrine

二日市八幡宮

二日市八幡宮のイチョウ(市天)

入船跡

二日市宿跡

なまず石

鹿島神社
Kashima Shrine

筑前国分尼寺跡

市街地を一望できる展望地点

石塔板碑群

※本事業は、太宰府市歴史と文化の環境税の一部を活用しています。 ０ 500m

０ 500m

来木公園

坂本公園

縦断面図

横断面図

平面図 A

A

A’

A’

B

B

B’

煙突

太宰府市の史跡シリーズ（筑前国分寺跡、国分瓦窯跡）太宰府市の史跡シリーズ（筑前国分寺跡、国分瓦窯跡）

指定日

指定日

備　考

日本遺産

　古代日本の「西の都」～東アジアとの交流拠点〜

　http://www.dazaifu-japan-heritage.jp

発　行：太宰府市教育委員会（文化財課） 
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大正 11 年（1922年）10月12日　

国指定史跡 筑前国分寺跡
 く に    し   て い   し    せ き    ち く ぜ ん  こ く ぶ ん   じ    あ と

大正 11 年（1922年）10月12日　

国指定史跡 国分瓦窯跡
 く に    し   て い   し    せ き    こ く   ぶ  かわら が ま あ と

所在地

指定面積 24,642.84㎡　（2022年3月現在）

管理者 太宰府市

福岡県太宰府市国分3丁目・４丁目

所在地

指定面積 1,835.0㎡　（2022年3月現在）

管理者 太宰府市

福岡県太宰府市大字国分

筑前国分寺跡、国分瓦窯跡は、「日本遺産」の構成文化財の一つです

〒818-0198　福岡県太宰府市観世音寺 1-1-1
tel 092-921-2121（代表）bunkazai@city.dazaifu.lg.jp

福岡県太宰府市
・太宰府市コミュニティバス「まほろば号」

西鉄都府楼前駅発　「筑前国分寺」下車。徒歩１分。

アクセス

筑前国分寺跡まで

国分瓦窯跡
　国分瓦窯跡は筑前国分寺などの瓦を焼いたとされる窯です。筑
前国分寺跡から東北東の方角約 200mに位置し、複数の窯から構
成されています。窯跡は植物を混ぜた日干しの煉瓦を積み上げて
造られた珍しい構造で、同じような構造をもつものに奈良県の日
高山瓦窯跡や京都府の乾谷瓦窯跡があります。これらは藤原京や
平城京といった施設に供給する瓦を焼いた窯です。国分瓦窯も重
要な施設に瓦を供給するために、都からの技術を直接導入して造
られた窯であると考えられています。
　窯の操業時期については見つかった瓦より奈良時代の初め頃か
ら平安時代にかけてと考えられ、これらは筑前国分寺や大宰府政
庁、観世音寺周辺の建物に供給されていたと考えられています。
　現在はため池の浸食による崩壊を防ぐため、窯跡は埋め戻して
地下に保存しています。
　国分瓦窯跡は、窯の構造や主要な施設を支える役割から、筑前
国分寺とともに重要な遺跡であることから国の史跡に指定されて
います。

国指定史跡

国指定史跡

筑前国分寺跡

国分瓦窯跡

ち    く     ぜ    ん    こ   く     ぶ   ん          じ         あ   と

こ   く     　ぶ         か わ ら    が   ま     あ   と

国指定史跡

国指定史跡

筑前国分寺跡

国分瓦窯跡

ち    く     ぜ    ん    こ   く     ぶ   ん          じ         あ   と

こ   く     　ぶ         か わ ら    が   ま     あ   と

・太宰府市コミュニティバス「まほろば号」

西鉄都府楼前駅発　「文化ふれあい館」下車。徒歩 4 分。

国分瓦窯跡まで

筑前国分寺跡筑前国分寺跡

国分瓦窯跡国分瓦窯跡

文化ふれあい館文化ふれあい館

瓦窯の開口部分（昭和 43（1968）年撮影）
アーチ状に積まれた煉瓦

国史跡指定を記念した石碑

（※瓦窯は地下に保存されているため見学はできません。
　また、柵を越えてため池に立ち入る行為は非常に危険ですのでご遠慮ください。）

B’

窯跡実測図

窯内出土とされる軒丸瓦の拓本

　日干し煉瓦で造る
窯は、九州ではとて
も珍しかったんだよ。
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筑前国分寺

金堂跡金堂跡

塔跡塔跡

伽藍配置

　国分寺は、正式名称を「金光明四天王護国之寺」と言い、

天平 13 年（741）に聖武天皇が出された「国分寺建立の詔」

によって全国に国分寺が造られました。筑前国分寺はその

うちの一つで、水城を抜けて大宰府につながる官道から良

く見える四王寺山の麓に建てられました。

　これまで九州大学、福岡県教育委員会、太宰府市教育委

員会によって、塔跡・講堂跡・金堂跡・回廊跡・外郭施設

が調査され、各施設の配置（伽藍配置）や、寺域は築地塀

や板塀で囲われていたことがわかってきました。また、各

施設は複数の改修を経て存続するも、 11 世紀後半頃には

姿を失っていたようです。

　筑前国分寺跡は、日本の歴史を語るうえで重要な遺跡で

あることから、国の史跡に指定されています。

　聖武天皇は仏教の

力で国を平和にした

　中央には金堂、その北側には

講堂があり、南東側には七重塔

が配置されています。南には中

門があり、七重塔を囲うように

金堂と回廊でつながります。さ

らに南には南門があると考えら

れ、外郭は築地塀や板塀で囲ま

れていました。

講堂跡講堂跡

回廊跡回廊跡

　現在、筑前国分寺跡には龍頭光山

筑前国分密寺が建っており、境内に

は金堂跡の調査で見つかった礎石が

見学できます。

　現在の国分寺（龍頭光山筑前国分密寺）

には平安時代後期の「伝薬師如来座像」

が本尊として安置されており、国指定有

形文化財に指定されています。

　回廊（跡）は屋根がついた廊下

で門や建物に繋がります。現在は

回廊の位置を表示復元しています。

　僧が経典を読んだり、法要を行

う場所です。現在は瓦積みの基壇

を復元しています。

筑前国分寺の建物 瓦と仏像

筑前国分尼寺
文化ふれあい館に復元された七重塔

　　　　　　　　（復元模型 S＝1/10）

基壇の発掘調査 *

南上空から見た筑前国分寺

伽藍配置復元図

　国分尼寺は正式名称を「法華滅罪之寺」と言います。「国分

寺建立の詔」によって国分寺とともに建立された尼寺です。　

　筑前国分尼寺はその寺域については不明な点が多く、江戸時

代に書かれた『筑前国続風土記』や『太宰府旧蹟全図』に礎石

が残っていたことや、「アマ寺ノアト」の記述が見える程度で

した。現在では、発掘調査の成果から南門、溝や柵といった外

郭施設を確認しており、筑前国分寺から西におよそ 100ｍ離

れた辺りに尼寺があったことが分かってきました。

尼寺の礎石尼寺の礎石 「花寺」と書かれた墨書土器

　『筑前国続風土記』には礎石が 20

ほど残っていたことが記されていま

す。その大半は失われ、現在は国分

共同利用施設前に移設されています。

　尼寺に関係する資料として、尼寺

跡の近くから、法華滅罪之寺を略し

た「花寺」と書かれた墨書土器が出

土しています。

　「国分寺建立の詔」には全国

に七重塔を建立し、経典を安置

することが指示されています。

　発掘調査によって、創建当初

の塔の基壇は下部が石積みで上

部は瓦積みであったことが分かっ

ています。現在は復元した基壇

と礎石が見学できます。

創建当初の軒丸・軒平瓦 *

木造仏像（伝薬師如来坐像）

＊…九州歴史資料館より写真提供。

出土した土製仏像 *

いという思いを込めて

「国分寺建立の詔」を

出されたのです。
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